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シチズン時計株式会社
代表取締役社長

　株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　第137期上半期の事業の概況のご報告にあたり、ひとこ
とご挨拶申し上げます。
　当上半期は、主力の時計事業が引き続き北米市場を中心
に想定を上回ったほか、工作機械事業においても、世界的
な受注回復を受け大きく売上が拡大しました。
　今後は、さまざまな事業環境の変化、半導体をはじめと
したサプライチェーンの混乱や新型コロナウイルス感染
症の影響などによる業績下振れのリスクを注視しつつ、
「シチズングループ中期経営計画2021」で掲げた取組み
を継続してまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、一層のご指導、ご支
援を心よりお願い申し上げます。

To Our Shareholders
株主のみなさまへ



クロスシー
公式ブランドサイト
https://citizen.jp/xc/special/index.html

EE1006-51W
¥132,000（税込）
（税抜価格¥120,000）
世界限定2,100本

ES9465-68W
¥110,000（税込）
（税抜価格¥100,000）
世界限定1,700本

ES9445-65W
¥110,000（税込）
（税抜価格¥100,000）
世界限定1,200本

シチズン クロスシー。

それは、かけがえのない時を生きる

すべての女性のために、進化し続ける時計。

素材、機能、デザイン、品質、

そのすべてを女性の視点から磨き上げて。

クロスシーは、あなたの毎日に、

上質という喜びを与えていきます。

CITIZEN Products
商品の紹介



　当上半期における国内経済は、緊急事態宣言の延長な
ど新型コロナウイルスの感染拡大の影響が長期化したこ
とでインバウンド需要の消失や内需の低迷が続き、回復
は緩やかなものとなりました。また、変異株の蔓延や半
導体を中心とした部材不足といった不安材料を抱える
中、北米経済は、ワクチン接種の進展と経済活動の再開
に伴い消費者マインドが改善傾向をたどったほか、欧州
経済も活動制限の段階的な緩和により堅調に推移しまし
た。アジア経済は、中国市場が景気の減速傾向から先行
き不透明感が見られ、その他のアジア地域は感染の抑制

状況により回復に違いが出る展開となりました。
　このような状況の中、当上半期の連結経営成績は、主
力事業である時計事業及び工作機械事業の回復により、
売上高は1,357億円（前年同期比52.5％増）、営業利益は
106億円（前年同期は82億円の営業損失）と増収増益と
なりました。また、経常利益は120億円（前年同期は61
億円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益に
ついては98億円（前年同期は215億円の親会社株主に帰
属する四半期純損失）と、それぞれ増益となりました。

業 績 の 振 り 返 り
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Review of Operations
営業の概況
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Watches

Machine Tools

時計事業

工作機械事業

◦�ウオッチ販売のうち、“CITIZEN”ブランドの国内市場は、最上位ブランド「The 
CITIZEN」や機械式時計ブランド「CITIZEN Series 8」などの新製品を投入し
たものの、緊急事態宣言の影響を受け、売上は小幅な回復に留まる

◦北米市場は、好調が続くEC販売に加え、実店舗販売も着実に売上を伸ばす
◦欧州市場は、国ごとに回復の強弱感はあるものの、経済活動の再開に伴い安定的に推移
◦�中国市場は、回復ペースの鈍化が見られたものの、EC販売、実店舗販売がともに堅調
◦“BULOVA”ブランドは、主力の北米市場においてEC販売、実店舗販売が売上を大きく伸ばす
◦�ムーブメント販売は、機械式ムーブメントが堅調に推移したことに加え、北米
市場向けなどで高付加価値アナログクオーツムーブメントも売上を伸ばす

◦�国内市場は、自動車関連の受注に回復の遅れが見られるものの、半導体関連
をはじめ、建機、住宅設備関連など幅広い業種で受注が回復し増収

◦�海外市場は、中国市場が通信、自動車関連等を中心に好調に推移し、欧州市場
は、特にドイツ、イタリアにおいて自動車関連を中心に旺盛な設備投資需要
により売上は大幅に回復し、米州市場においても医療関連を中心に積極的な
設備投資が継続しており増収

売上高

売上高

620億円

383億円

前年同期比 62.8%増

前年同期比 84.7%増

営業利益

営業利益

48億円

58億円

前年同期は 53億円の営業損失

前年同期比 894.5%増

Review of Operations
営業の概況
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Devices and Components

Electronic and Other Products

デバイス事業

電子機器他事業

◦�精密加工部品のうち、スイッチは、顧客の在庫調整の影響を受けスマートフォ
ン向けが低調に推移したものの、自動車部品は、世界的な半導体の供給不足に
より自動車メーカーが減産を強いられるなどの懸念材料を抱えながらも、底
堅い需要を背景に売上を伸ばし、精密加工部品全体では増収

◦�オプトデバイスのうち、チップLEDは、照明用LEDが欧米市場及び中国市場の
回復を受け順調に売上を伸ばしたほか、アミューズメント向け、車載向けLED
も増収となり、オプトデバイス全体では増収

◦�その他部品のうち、水晶デバイスは、引き続きスマートフォン向けなどの通信
機器向けの需要が増加しているほか、小型モーターも医療関連や半導体関連
が堅調に推移し、その他部品全体では増収

◦�情報機器は、フォトプリンターの需要が低調に推移したものの、POSプリン
ターやバーコードプリンターが、経済活動の再開に伴い欧州市場や国内市場
などで売上が回復傾向をたどり増収

◦�健康機器は、体温計の特需に一服感があるものの売上は堅調に推移したほか、
健康意識の高まりにより個人使用が増えている血圧計も好調に推移し増収

売上高

売上高

255億円

98億円

前年同期比 19.7%増

前年同期比 11.4%増

営業利益 7億円

前年同期は 10億円の営業損失

前年同期は 1億円の営業損失

営業利益 15億円



情報満載の当社ウェブサイトもご覧ください。

https://www.citizen.co.jp/
シチズン時計のホームページでは、IR情報を
はじめ会社概要や製品情報、グループ各社の
情報など、さまざまな情報をタイムリーに発
信しております。是非ご覧ください。

トップページ 
IRページ 【お知らせ】

   株式に関するお手続きについて
（1）�株主さまの住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金の銀行振込のご指定・振込先変更のお届け、株式の相続その他株式に関する各種お手続きにつき�

ましては、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）にご連絡ください。
（2）�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関にお問い

合わせください。三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取り扱いいたします。
（3）�未受領の配当金のお支払い事務につきましては、株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行の本支店でお取り扱いいたします。

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月に開催

毎年3月31日

期末配当　毎年3月31日
中間配当　毎年9月30日

https://www.citizen.co.jp/ir/koukoku/index.html
ただし、電子公告によることができない事故その
他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に公告いたします。

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話　0120-232-711(通話料無料)
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

定時株主総会の基準日

配 当 受 領
株 主 確 定 日

公 告 掲 載URL

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

Shareholders Information
株主メモ




